
今回は、研修主任の経験が初めての方も含め、自校の研究を進める見通しをもつこと
をねらいとし、「研究主任としての役割と取組について」をテーマに、昨年度の研究主
任の２名の先生にお話をいただきました。

第１回研究主任研修会 令和６年５月20日（諏訪・上伊那地区）21日（下伊那地区）

みんなで進める校内研究 ～実践発表より～

発表からは、子供のために、全職員で同じ目標を見定め、学び合う関係の中で一緒に進
んでいこうとする思いが伝わってきました。その後のグループ協議でも、発表を踏まえて、
研究主任としての役割や取組について熱心に語り合う参加者の皆さんの姿がありました。
２名の先生方とその学校の取組を、それぞれの学校でも生かしていきたいですね。

これまで、どこか、自分が具体的に手立てを提示して、率先して引っ張らなくてはい
けないのかとプレッシャーに感じていましたが、研究とはそういうものではなく、一人
ひとりが関わる、全員で取り組むべきものだと考えるようになりました。「一緒に」と
いう雰囲気を作っていくことは大変なことかもしれませんが、子供たちのために先生方
と「一緒に」作り上げる研究にしたいと思える発表でした。

永明中学校
鹿川 和哉 先生

諏訪・上伊那

＜発表の概要＞
★職員の必要感をアンケート等で把握
★職員の関係づくりを軸とした、学び合
う気風の醸成

★教科の枠を越えた研究体制の構築に向
けたチーム編成や話し合いの場の確保

★よりよい家庭学習へ向けた見直し（子
供のためになっているか問い返しながら）

“たて”や“よこ”のつながりをつくることの大切さを改めて実感しました。教科研究会
でどれだけ活発に意見が飛び交うかや、授業を見合える関係づくりも、やはり先生同士、
人と人とのつながりがなくてはできないものなので、まずは第一歩、そこから始めてい
きたいと思いました。負担なく、日ごろの授業改善について話し合える雰囲気になると
いいと思いました。

上村小学校
曽根原 亮 先生

下 伊 那

＜発表の概要＞
★積極的な校外研修への参加
★研修での学びを生かした授業公開を基
に全職員で目指す子供の姿を語り合う

★校務ＤＸで全職員の考えを共有
「みんなで、いつでも、どこでも」

★ベテランから若手までが互いに助け合
い、学び合う気風の醸成

参加者
感想

参加者
感想
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【特集】探究する授業①

考えてみよう「探究する授業」
「令和６年度 教育課程編成・
学習指導の基本（通称青本）」今年度も、南信教育事務所では、長野県教育委員会刊行の「教育課程編成・学

習指導の基本」（通称青本）にある３つの重点のうちの一つ、資質・能力の育成

に向けた「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善である「探究する

授業」について、年３回の特集を組み、皆さんと考えてみたいと思います。

今回は、ＱＡ形式で「探究する授業」について考えてみましょう。

南信教育事務所では、今後も学校訪問や研修会を通して、「探究する授業」について考えていきま
す。資質・能力の育成に向けて、「探究する授業」を、子供と共に創っていきましょう。

【特集】探究する授業②を13号で、【特集】探究する授業③を14号で掲載予定です。お楽しみに！！

「探究する授業」に取り組みたいのですが、どのようなことを意識すればいいですか？

探究的な学習における児童（生徒）の学習の姿（図２）に記

載された、探究の過程の４つのプロセスについて、青本では以

下のように指導のポイントが示されています。

①課題の設定…子供が解決への意欲を高めるとともに、具体的

な見通しをもって追究できるよう工夫します。

②情報の収集…課題解決に必要な情報の収集は、子供自身で行

うことが大切です。

③整理・分析…子供自身がつくったり収集したりした多様な情報を

整理・分析して思考していく活動に高めていくことが重要です。

④まとめ・表現…相手意識や目的意識を明確にするとともに、情報

の再構築や新たな課題への自覚につなげることが必要です。

どの点からでもいいので、子供がより主体的に追究できるよ

うに、教師として適切な教材の設定や手立て等を工夫して、

授業改善につなげていきましょう。

「探究する授業」はどうして大切なのですか？

子供は本来、知的好奇心に富み、自ら課題を見付け、自ら学ぶ意欲をもった存在であり、未知の世界を

自らの力で切り開く可能性を秘めた存在です。こうした肯定的な子供観に立ち、子供の「問い」や

「願い」を大切にし、教師が適切な教材の準備や指導性を発揮しながら、「探究する授業」を進

めていくことで、社会に出てからも探究心を絶やさず伸ばし、生涯に渡って学び続ける信州人の育成に

つながっていくと考えられるからです。

「探究する授業」は、どのような学びがある授業ですか？

例えば、総合的な学習の時間における探究的な学習

とは、「問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく」

学習を指します。こうした問題解決的な活動が発展的

に繰り返されていくことは、教科等の学習にも共通し

ていて、長野県教育委員会では、それらを全てまとめ

て「探究の学び」と位置付けています（図１）。「探究

する授業」は、「主体的・対話的で深い学び」の視点

からの授業改善ですから、子供が「探究の学び」を通

して資質・能力を得ることができるよう、教師として

「探究する授業」を進めていただければと思います。

図１

探究的な学習

教科における探究的な学習

小中学校

総合的な学習の時間

探究

「探究の学び」

高等学校

総合的な探究の時間

科目（○○探究）

小学校学習指導要領解説 総合的な
学習の時間編（（ ）内は中学校編）

探究的な学習における児童（生徒）の学習の姿

図２
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５月に、「全国学力・学習状況調査（以下、「全国学調」）を生かした授業改善・充実研修
Ⅰ」を開催し、調査問題の出題の趣旨や記述問題等の正答例や採点基準を見ながら、調査
問題を基にした授業改善のポイントについて、参加者の皆さんと考えました。 
ここでは、国語、算数・数学の研修で扱った内容の一部を紹介します。調査問題と解説

資料は、二次元コードを利用し、国立教育政策研究所のホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校 国語 

 小学校 国語 

調査問題を自校の授業改善につなげよう 
    ～全国学力・学習状況調査を生かした授業改善・充実研修～ 

参加された先生の振り返り 

 伝えたいことに関する写真や、キーワードをパワーポイントにまとめる活動はしていました
が、その効果やそもそも必要なのかどうかを子供と共に考えてみたいと思いました。 

【一-二設問の趣旨】（第２学年の「話すこと・聞くこと」の設問） 
資料を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように話すことが 

できるかどうかをみる。 

参加された先生の振り返り 

 「相手」を明確にするために、取材やインタビュー活動も取り入れた「話すこと」の単元を考え
てみたいと思いました。また、「相手」を明確にすることの大切さは、「書くこと」の単元にも共
通していると感じました。 

【一-一設問の趣旨】（第３学年及び第４学年の「話すこと・聞くこと」の設問） 
目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、 
伝え合う内容を検討することができるかどうかをみる。 

調査問題のように、「話すこと」において、伝える内容を検討する際は、「自分の伝えたい内容」とともに、「聞

き手の求めている内容」を併せて考え、優先順位を決めていくことが大切です。「伝える相手」が何を求めてい

るのか、どんな方なのかを子供が明確にできる単元を構想してみましょう。 

和田さんは、【和田さんに届い
たメールの内容】を受けて、しょ
うかいする内容を、次の【和田さ
んのメモ】のように整理しまし
た。和田さんは、どのように整理
しましたか。その説明として最も
適切なものを、下の１から４まで
の中から一つ選んで、その番号
を書きましょう。 

【話し合いの一部】の—線部②「〈図〉のこのあたりにいるよう
な感覚ですね。」について、〈図〉の中で、藤田さんが指し示し
ていると考えられる部分を〇で囲みなさい。 

藤田さんは＜図＞を指し示すことで、自身の感覚を分かりやすく伝えています。グラフや写真、情報を整理す

るための図表など、分かりやすく伝えるための資料や機器を、必要に応じて活用できる単元を構想しましょう。

必要な資料や機器を検討したり、それらを活用することの効果を考えたりする機会を大切にしましょう。 

３ 相手が知りたいことを取り入

れて、優先して伝えることを明

確にした。 

授業づくりへの生かし方（例） 

選択肢へ下線を加筆 

授業づくりへの生かし方（例） 

【
正
答
】 



４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
各校の研究グループ等で全国学調に関する情報を共有し、調査問題をヒントにしつつ、子供を真
ん中に、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善につなげていきましょう。 

 小学校 算数 

 

授業づくりへの生かし方（例） 

ただの計算ではなく、場面と関連付けて「１人あたりの量が
少なくなると配れる人数はどうなるのか」ということを考え、数
量に対する「感覚」を磨くことが必要です。例えば、わる数に伴
って変化する商の大きさについて、図を用いて、除数が整数の
場合と比較し説明する場を設けたり、2ℓのジュースを0.4ℓずつ
分けて何人分できるかを実際に行ってみて、日常生活と結び付
けて考えたりする機会を大切にしていきましょう。 

【２(2)趣旨】除数が小数である場合の除法において、除数と商の 
大きさの関係について理解しているかどうかをみる。 

 中学校 数学 
【９趣旨】図形の性質を考察する場面において、次のことができるか 

どうかをみる。 
・筋道を立てて考えること      
・事柄が成り立つ理由を数学的に説明すること 
・数学的な結果を事象に即して解釈すること 

授業づくりへの生かし方（例） 

１人１台端末を活用し、一人一人が図
形作成ソフトを操作しながら、点 C が線
分 AB上を動いたときに変化する事柄と
変化しない事柄について、視覚的、感覚
的に捉えられるようにする場面を設ける
ことが考えられます。 
そして、子供が点の位置を繰り返し操
作し、その変化の様子を観察することを
通して、図形を考察していく姿が期待で
きます。 
また、そのような活動を通して、新たな
問いを見出す子供のつぶやきや発言を
大切に捉え、次の学習へつなげていきま
しょう。 

参加された先生の振り返り 

 数学的活動を通して、子供たちの量の感覚を磨いていくことの大切さを実感しました。た
だの計算問題とせず、日常の生活に関わる題材を取り上げたり、どうしてそのような答えにな
ったのか考えたりすることから、算数が楽しいという声につなげていこうと思います。 

参加された先生の振り返り 

 改めて子供の視点にそった授業づくりが大切だと振り返ることができました。個別最適な学
びが求められている中で、子供の実態を把握して、ＩＣＴを有効活用し、その子が自分なりの
手段・方法で考えられるような授業を仕組んでいきたいです。 

【全体を通して】参加された先生方の振り返り 

 調査問題や参加された先生方の意見から、自校の子供の学習の状況を把握し、日々の
授業の改善につながるヒントをつかむことが大切だとあらためて思いました。今回の研
修の内容を、校内の先生方にも共有していきたいと思います。 

図形作成 

ソフト 

ＩＣＴ 



「ちょっと読んでみよう」（資料紹介）

『令和６年度 教育課程編成・学習指導の基本』(通称：青本) PART４

本号では、「教育課程編成・学習指導の基本」の中の、「５ 学習指導改善の重

点の（３）教材研究の充実」について抜粋して掲載します。具体的な心構えが掲載

されていますので、内容を基に、ご自身の授業について振り返ってみましょう。

５

こちらよりダウンロードできます
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